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2019年1月1日発行

2018年はりゅーとぴあ20周年のアニバーサリーイヤーで、さまざまな記念公演が行われました。その
集大成を飾った『シャンポーの森で眠る』には計2,300名を超えるお客様にご来場いただき、大きな
感動をみんなで分かち合いました。そして、その先の感動へ。今年も皆さんの心を動かす公演をお届け
すべく、西へ東へ、スタッフの奔走はもう始まっています。お客様の笑顔に会えるのが楽しみです。（T）

新潟市役所、区役所、連絡所、公民館、コミュニティセンター、みなとぴあ、マリンピア日本海、ほんぽーと、
新潟市美術館、新津美術館、朱鷺メッセ、新潟ふるさと村アピール館、新潟県立図書館、長岡リリック
ホール、上越文化会館、魚沼市小出郷文化会館ほか県内・県外文化施設など
「りゅーとぴあマガジン」に関するお問合せは事業企画部 広報営業課まで
次号vol.56は2019年4月1日発行予定です。

【編集後記】

Ryutopia Magazine vol.55 

新潟市芸術文化振興財団はりゅーとぴあ・音楽文化会館・県民会館を一体的に管理しています。

毎年見ているが、毎年新しくてワクワクさせられる。古町芸
妓と市山流は新潟の宝とつくづく感じる。
　　　　　　　　　　　　　（新潟市／50代／男性）

とても良かったです。元気をもらい、長生きはするものですね。
これからもずっと公演続けてください。ありがとうござい
ました。　    　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　（新潟市／70代／男性）

話の構成と音楽、演者さんと演奏の皆さんが作る世界に
引き込まれました。もう一度観たい作品に出会えて、うれし
く思います。                   （新潟市／20代／女性）

曲も演技もすべて素晴らしかった。魂が感じられて、心を
深く動かされました。今まで観てきたミュージカルの中で1
番良かったです。私の人生を変えてしまうような力を持って
いました。                     （新潟市外／40代／女性）

一流の演奏者が集った極上のコンサートでした。各ソロ演奏
はもちろん全体のハーモニーも美しく、素晴らしかったです。熱
く、烈しく、切なく、悲しく、様々に変わる音色を楽しませてもらい
ました。　　　　　　　  （新潟市／40代／女性）

楽しく踊りだしたくなるようでした。5人で演奏するスタイルも
素敵でした。仕事が忙しく、自分へのプレゼントのつもりで
来ました。癒しになりました。       （新潟市／60代／女性）

辻彩奈さんが目的でしたが、N響そして指揮者井上道義氏
の迫力ある演奏で、オケ演奏に目覚めました！音楽は大音
響で聴くべきだと思いました。　 （新潟市／60代／女性）

テレビで見ているN響が新潟で聴けて大満足。圧倒的な
音響、コンマスにキュッヒル、指揮は井上さん。アンコール
もうれしかった。               （新潟市／60代／女性）

りゅーとぴあマガジン読者プレゼントコーナー
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プレゼント②

りゅーとぴあ室内楽シリーズNo.34

「5台ピアノの世界」

抽選で
ペア2組
4名様

［公演日］5月12日（日）14：00 
［出演］中川賢一 他
［会場］コンサートホール

プレゼント①

「春の能楽鑑賞会」（観世流）

抽選で
ペア2組
4名様

[公演日]4月21日（日）14：00  [会場]能楽堂

プレゼント③

ファン・デ・ラ・ルビア
オルガン・リサイタル

抽選で
ペア2組
4名様

［公演日］6月1日（土）14：00 
［会場］コンサートホール



Information
りゅーとぴあ・1コイン・コンサートVol.100

「ピアノ駅伝」

りゅーとぴあ室内楽シリーズNo.34

「5台ピアノの世界」

中川賢一 Ken’ichi Nakagawa
桐朋学園大学音楽学部でピアノと指揮を学び、卒業後、ベル
ギーのアントワープ音楽院ピアノ科首席修了。1997年オ
ランダのガウデアムス国際現代音楽コンクール第3位。帰国
後は、ソロ、室内楽、指揮で活躍する他、国内外の様々な音
楽祭に出演。NHK‐FMなどに度々出演、新曲初演多数。ダン
スや朗読など他分野とのコラボレーションも活発。指揮者とし
て、東京室内歌劇場、東京フィル、広響、仙台フィル他と共
演。東京フィル、札響、水戸室内管等ではピアノ演奏とトーク
のアナリーゼを展開し好評を博す。現代音楽アンサンブル
「アンサンブル・ノマド」のピアニスト、指揮者。（一財）地域創
造公共ホール音楽活性化事業登録アーティスト。お茶の水
女子大学、桐朋学園大学非常勤講師。

SPOTLIGHT
interview

©Shuhei NEZU

【日時】5月11日（土）　【会場】コンサートホール
10：30～11：20／中川 賢一
　　　　　　　　（0歳からのコンサート）
13：00～13：50／田村 緑
15：00～15：50／白石 光隆
17：00～17：50／デュエットゥ かなえ＆ゆかり（連弾＆2台ピアノ）
【料金】各回 ￥500 ※全席自由・当日会場にてお支払い

【日時】5月12日（日） 14：00～　【会場】コンサートホール
【料金】S席 ￥3,500　A席 ￥2,500　B席 ￥1,500

この春、記念すべき100回目を迎える1コイン・コンサート。
中川賢一さんを含む4組5名の出演者の皆さんは
いずれも過去の1コイン出演経験者でもあります。
「りゅーとぴあに帰ってこれて、みんな本当に嬉しいんです」と
微笑む中川さんに、公演への意気込みなどをお聞きしました。

―中川さんは、新潟に最も足を運んでくださっ
ているアーティストのお一人です。

　いつもお招きいただき、ありがとうございます。こ
れまで1コイン・コンサートに2回出演し、アウト
リーチでは新潟市の小学校を巡り、Noism公
演で演奏したこともあります。
　実は先日、私のルーツが新潟県にあること
が分かったんですよ。曽祖父がりゅーとぴあか
ら数十キロの地域出身です。そのせいなの
か、新潟に来るといつもホームに帰ってきたよ
うなホッとする感覚がありました。

―りゅーとぴあのホールはいかがですか？

　普通2,000人規模のホールだと緊張した
り圧迫感を感じることもありますが、不思議と
ここは「温かく包まれる」気がします。聴衆の
皆さんからも優しい雰囲気が出ていて、安心
して演奏ができる。ガチガチで実力を発揮で
きないという経験は一度もありません。
　響きに関しては最高の一言。音抜けが良
い、残響も絶妙、音の返しもクリアと三拍子
揃っていて、ソロでもオーケストラとの共演で
もどんなジャンルでも気持ちよく演奏できそう
です。

―ピアノ演奏だけでなく、指揮やアナリーゼ
（楽曲分析）、さらには他ジャンルとの共演など新
しい取り組みにも積極的です。

　私は子どもたちへのアウトリーチをライフワー
クにしているのですが、例えば最近では彼らに描
いてもらった絵をプロジェクション・マッピングの
ようにホールで映しながら、同時にピアノで「展
覧会の絵」を演奏するようなこともしています。
　常に時代の最先端にあるものを取り入れて
いたいんですよ。子どもたちが「これは何だ？！」と
思えるような、驚きと新しさを提供したい。今を生
きる彼らの心を豊かにできるなら、映像でも、コン
テンポラリー・ダンスでも、お料理でも、何とだっ
てコラボレーションしたいですね。

―さて、5月に開催される記念すべき1コイン・
コンサートVol.100に出演されます。

　ピアニスト4組5名が、朝から夕方まで連続
でコンサートを行うという、大変な企画です
（笑）。ピアノ駅伝の先頭ランナーを務める私
のコンサートは、0歳からご来場いただけます。
　聴きやすく親しみやすい名曲プログラムを考え
ていますが、子どもたちが手遊びやリズム遊びを
楽しめるなど、全身で体験していただけるよう工夫

します。保育園で演奏した経験などをフルに活か
して、とにかく楽しい演奏会にします。期待してい
てください！

―1コインの翌日、同じ5名の出演者で「5台ピ
アノの世界」の公演がありますね。

　りゅーとぴあから「5台のフル・コンサート・ピ
アノを同時に演奏する」というアイデアが出て
きたとき、ピアニスト全員驚愕ですよ。「すごい
ね！」「本当にできるの？」って。
　フルコンが5台あるホールは全国でも恐らく
りゅーとぴあだけ。さらに、2台を4人で演奏する楽
譜はあっても、5台のものはありません。いろいろ
な意味で、この企画はオンリーワンです。これを聴
き逃すと本当に二度と聴けないかもしれません。
　当日は全曲オーケストラのために書かれた超
名曲をアレンジして演奏します。オーケストラ並の
色彩と、大迫力のサウンドにご期待ください。

―最後に新潟の皆さんにメッセージを。

　かつて1コインを巣立ったピアニストたちは、りゅー
とぴあに帰ってくることを本当に楽しみにしています。
お客様との再会に感謝し、包まれるような温かさを力
に換えて、最高のコンサートを届けたいと思います。

『BEACH』展示の様子

お客様と再会する
感謝と喜びを
一音一音に込めて。

公演詳細はP6をご覧ください ＞＞＞

Information
りゅーとぴあNext Stage“NE/ST”＋
mum&gypsy×trippen

『BEACH』『BOOTS』

藤田貴大 Takahiro Fujita
1985年4月生まれ。北海道伊達市出身。桜美林大学文学部総
合文化学科にて演劇を専攻。07年マームとジプシーを旗揚げ。以
降全作品の作・演出を担当する。作品を象徴するシーンを幾度も
繰り返す“リフレイン”の手法で注目を集める。11年6月～8月にか
けて発表した三連作「かえりの合図、まってた食卓、そこ、きっと、し
おふる世界。」で第56回岸田國士戯曲賞を26歳で受賞。以降、
様々な分野の作家との共作を積極的に行うと同時に、演劇経験
を問わず様々な年代との創作にも意欲的に取り組む。13年、15
年に太平洋戦争末期の沖縄戦に動員された少女たちに着想を得
て創作された今日マチ子の漫画「cocoon」を舞台化。同作で
2016年第23回読売演劇大賞優秀演出家賞受賞。演劇作品以
外でもエッセイや小説、共作漫画の発表など活動は多岐に渡る。

SPOTLIGHT
interview

【日時】2月14日（木）19：00開演 『BEACH』　2月15日（金）19：00開演 『BOOTS』
　　　2月16日（土）13：00開演 『BOOTS』　17：00開演 『BEACH』
【会場】スタジオA  
【作・演出】藤田貴大
【出演】『BEACH』／石井亮介、川崎ゆり子、中村夏子、
                             成田亜佑美、長谷川洋子、吉田聡子
        『BOOTS』／石井亮介、荻原綾、川崎ゆり子、
                       中村夏子、成田亜佑美、長谷川洋子

【料金】一般 ¥3,000 高校生以下 ¥1,000 ※当日各￥500増。全席自由・整理番号付

―trippenと組むことになったきっかけは。

　最初の出会いは2016年『ロミオとジュリ
エット』で衣装提供してもらって、翌2017年
『sheep sleep sharp』という作品で俳優全
員の靴をセレクトしていただきました。今回新
潟で上演する『BEACH』『BOOTS』では、
trippenチームと一緒に一から考えてデザイン
された靴を演劇で使います。既成品とかじゃな
いんですよ。
　『BEACH』『BOOTS』というタイトルは、
trippenのコレクション名に影響を受けて僕が
付けたもの。Spr i ng/Summerのシリーズ
“Wa t e r”をもとに『BEACH』を書いて、
Fal l /Win te rのシリーズ“Speed”をもとに
『BOOTS』を書き下ろしました。テキストも、演
じ方も、靴の方に寄っていっているんですよ。
俳優の演じるキャラクターを表現する重要な
アイテムになっています。

―新潟には2作品同時に持ってきてくれま
すね。

　東京からやってくる演目を地方に住んでい
る観客は自ら選べないじゃないですか。そ
れってすごく不自由だと思っていて。今回は、

僕らが持っていくセットの中からお客さんに
選んでもらえるようにしたかった。選択肢を手
渡そうと思ったんです。

―どんな物語になるのでしょうか。

　最近のマームとジプシーでは、舞台が日本
なのか、時代がいつなのか分からないような
世界観が多かったけれど、今回は現代の日本
を舞台にしようと考えています。『BEACH』
『BOOTS』どちらかひとつ観ても楽しめるけ
ど、『BEACH』で始まった物語は『BOOTS』
で完結するから、やっぱり両方観た方がいい
かも知れない（笑）。

―東京では劇場ホワイエに靴が展示さ
れ、他の演劇にはない魅力を感じました。

　これは未定なんだけど、新潟でも同じよう
にできるといいなと思っています。演劇を観
る時間と、モノを見る時間の両立ができたら
なと。演劇ファン以外の方も居心地のよい
空間にしたいですね。
　お洋服や靴を販売しているお店に人を呼
ぶのも大変な時代です。実際に行かなくても
インターネットで買い物ができてしまいますか
ら。お店を営む人たちの悩みは、僕たちでいう
劇場に足を運んでもらう苦労と同じなんです。
この1年間trippenチームと密にやりとりをし
てきて、フライヤーやDMの作り方から、店舗
の運営方法、さらにはブランドの守り方なんか
を、僕たちも学び吸収してきました。
　インターネットでは体験できないものが一
層強く求められていく時代だから、これからは
“わざわざ足を運ぶ価値のあるもの”だけが現
実の世界に残ると思います。

―新潟のファンに一言お願いします。

　「演劇はこんなにも多様化しているんだ」
という作品を持って行くので、楽しみにしてく
ださい。マームのみんなは新潟が好きだから、
僕らも行くのが楽しみです。

撮影：井上佐由紀

世の中に驚きを与え、注目を集め続けるmum&gypsy藤田貴大さん。
次はドイツのシューズブランドtrippenとのコラボレーション作品で、
“2演目同時”に新潟へ持ってきてくれます。
藤田さんが切り拓く未来に可能性を感じずにはいられない、
演劇ファン以外の方にも読んでほしいインタビュー。

演劇はこんなにも
自由なんだと
思ってもらえたら。

http://www.nakagawakenichi.jp

©橋本倫史

※3歳以上有料
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私たちはNoismの活動を応援しています 活動支援のお願い
Noismでは引き続きレジデンシャル活動を支援してくださる企業および個人の
スポンサーを募集しております。詳しくは http://noism.jp/support/
お問い合わせは、りゅーとぴあ事業企画部（TEL.025-224-7000）まで。

　日本初の公立劇場専属舞踊団として新潟
で誕生し、いまなお唯一無二のカンパニーとし
て独走し続ける。Noismの存在自体が画期
的で実験的だが、「見世物小屋」「劇的舞
踊」「近代童話劇」に続き、「実験舞踊」を立
ち上げた金森は、その意図をこう語る。
　「明快なものだけなく、わからないものにも
ワクワクする。劇場文化にはそういう側面があ
り、そうであってほしいと思います。抽象度が
高い作品になるかもしれませんが、私たちは舞
踊団として、豊かな芸術を楽しむ感受性を与
えられる存在でありたいのです」

　タイトルの『R.O.O.M.』は空間を指し示す
と同時に、Random（無作為）、Organ（器
官）、Oriented（志向）、Monste r（怪物）の
頭文字をつなぎ合わせたものでもある。想像
力を掻き立てられる4つのキーワードだが、原
始的な単細胞生物の行動メカニズムに迫る、
ある実験のドキュメンタリーに着想を得たとい
う。実験舞踊のアプローチも科学的で、今回
は作品の下地となる楽曲や物語はない。舞
踊家たちは一定の法則に従って踊り、偶発的
な出会いや相互作用から生まれたものを掬い
上げ、金森が作品を創り上げていく。この実
験で何が生まれるのか、それはまだ誰にもわか
らない。

Noism1 実験舞踊vol.1『R.O.O.M.』
／※同時上演『鏡の中の鏡』

公演ReportワタシのNoism

　記録的な酷暑の中、港を舞台に行われた
Noism2の特別公演『ゾーン』。現実と空想、過
去と未来、現世と常世の間を浮遊するような世
界観。頭の先からつま先まで研ぎ澄まされたしな
やかで繊細な動き。目の前で丁寧に描き出され
る美しい物語に、暑さも忘れて
吸い込まれるように見とれてし
まった平成最後の夏でした。
Noism2の皆さんは私と同世
代なのですが、舞踊に全力で
熱中しているキラキラした姿に
いつも大きな刺激と勇気をも
らっています。見る度に輝きを
増していく彼女たちの今後の
活躍から目が離せません!

梨本 明世
「月刊新潟Komachi」を
発刊している株式会社
ニューズ･ライン編集部
所属。アイドルからクラ
シック、演劇から舞踊ま
でエンタメ情報を幅広く
担当している。

Noism2特別公演2018 『ゾーン』（演出振付：櫛田祥光）

のカタチ

2 0 0 4年4月に設立され、15年目となるNo i sm。
りゅーとぴあでの今シーズン最初の公演『R.O.O.M.』は、
新シリーズ「実験舞踊」の第一弾となる。芸術監督の
金森穣に新たな「実験」への思いを聞いた。

さらなる高みを志向する
15年目の新たな「実験」
アルゴリズムに則って純粋に動く舞踊家たち。そこに偶発的に生じる関係性を金森が抽出し、新たな舞踊作品として結実させる。舞踊にからむ音楽は、
池田亮司とカールステン・ニコライによるユニットcyclo.のミニマルなサウンド。同時上演となる金森と井関佐和子のデュオ作品『鏡の中の鏡』も楽しみだ。

日 時：1月25日（金）～2月17日（日）（全13回）
会 場：スタジオB
演出振付・空間・照明：金森穣
音 楽：cyclo. （ryoji ikeda＋carsten nicolai）他
出 演：Noism1＋金森穣
料 金：一般￥4,000／U25￥3,200取材・文：松丸亜希子

　写真：遠藤龍

©Noriki Matsuzaki

東響で、大人の休日。

東響定期会員募集のご案内は、本誌折込の「りゅーとぴあカレンダー」をご覧ください。

りゅーとぴあ周辺にはレストランやカフェなど魅力
的なお店が多くあります。食事を楽しみながら語り
合えば、さらに忘れられない1日になるかも。

開演前や休憩時に、ビュッフェで各種ドリンク・軽食などを
提供しています。グラス片手に寛ぐのも大人の楽しみ方の
ひとつ。音楽への陶酔が、より深いものになりますように。

楽団員の隠れた潜在能力を引き出し
燃え上がらせる指揮者の巧みな技術

切れ味、輝き、深み、どれをとっても
一級の音楽家を真近に目撃しよう

好きな奏者や楽器に注目することで
コンサートの来場がより楽しみに

東響の公演がある日は必ず、楽団員によるロビー
コンサートが行われます。一流の演奏を間近で聴く・
見ることができ、楽団員のトークに親近感が湧くこと
間違いなし。昨年12月には世界的チェリストの
ウェンシン・ヤンが登場するサプライズも！
※ロビーコンサートの開演時間は回によって異なります。

りゅーとぴあ2Fのショップでは、楽器モチーフの小物や
アクセサリーなどのグッズがいっぱい。来館の記念に立
ち寄ってみて。演奏会の開演まで時間があるので、ショッ
プの後は近隣のお店でゆっくりランチもいいですよね。

新潟の市街地の中で、春は新緑に、秋は紅葉に染
まる憩いの場・白山公園。木 を々くぐり、空中庭園を
抜けて遊歩道を進むとりゅーとぴあが現れます。エ
リアに足を踏み入れた瞬間始まる、癒しの
ひとときを楽しんで。

360°から体を揺さぶる迫力の音。CD
では気づかなかった繊細な音。それ
は、生のコンサートでしか味わうことが
できません。インターネットなどで事前
に演奏曲を予習しておくとライブをより
楽しめるのでオススメ。東響定期会員
になれば、毎回同じ「あなたの席」で
鑑賞できて、さらに料金は
ぐっとリーズナブルにな
りますよ。

終演後は、
興奮を胸に夜の街へ

コンサートの合間にビュッフェで一杯

音楽好きの心をくすぐるグッズの数々入場無料で誰もが楽しめる
ロビーコンサート

美しいランドスケープに囲まれた
“非日常空間”

6

5

3

いよいよ開演! 至上の音楽体験の始まり4

1 2

指揮者で音楽が変わる！

超一流のソリストが登場

“推しメン”を決めてみる

19：00

18：00

14：0013：00※12：00

17：00

Special holiday in “Tokyo”

りゅーとぴあで年6回の定期演奏会を行っている我らがオーケストラ、東京交響楽団。
まだ聴いたことがない方や、ここしばらく来ていないという方、多くいらっしゃるのでは？
そんな方のために当館の広報スタッフが、大人の東響の楽しみ方をご紹介します。
東響定期会員になれば、この特別な休日がもっと身近なものになりますよ。

小山実稚恵
©ND CHOW

建築の美しさにも注目です

定期会員なら
最大40％オフ!

「クラシックはハードルが高いと
思われがちですが、公演の前
後も含めた“1日”を楽しんでもら
えるとうれしいです」と2人。

りゅーとぴあ広報
Sさん・Uさん

ココにも注目してみよう

一見、普通の座席に見えますが
実は驚きの仕掛けが。音響
シャッターを内蔵しており、ホール
の美しい響きを安定して作り出し
ます。

座席のヒミツ

余韻まで
楽しんで！

　海外から多彩な新メンバーを迎え、稽古場
には英語、フランス語、中国語、日本語が飛
び交う。多言語と多文化が混ざり合う日々は
創作にどんな影響を及ぼしているのだろう。
「日本語と異なり上下関係のないフラットな言
語で主張する新メンバー、その状況に戸惑う
メンバーもいて、楽しいこともあれば難しいこと
もあります。母国語ではない言語を駆使して
伝えたいことを絞り出す、そのもどかしさの感
覚も表現には不可欠で、かつてないエネル
ギーに満ちています」と金森。
　14年余にわたり国内外で実績と評価を積
み重ねてきたNoismだが、安定に甘んじるこ
となく、ストイックに軽やかに変革に挑む。「変
化は緊張感をもたらしますが、その刺激は弛
緩した日常に揺さぶりをかけ、鋭敏な感覚や
新たな気付きも与えてくれます。あえていま、ど
こにたどり着くかわからないものにチャレンジし
たい。予備知識も先入観もなく、この実験に
ぜひ立ち会ってください」

　金森の飽くことのない創作への渇望が「実
験舞踊」に満ちあふれているに違いない。
2019年の始まりに、未知なるものとの出会
いに心を躍らせ、劇場へ出かけよう。
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